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アイランドシティ地区の利用状況アイランドシティ地区の利用状況

【新青果市場】
（平成27年度開業予定）

（イメージ）

【物流倉庫・ヤード】（操業中）

【物流倉庫、物流センター】
平成26年春から平成28年春にかけて
操業開始予定

アイランドシティ地区
（-15m×1B、-14m×1B：供用中） （-15m×1B：未供用）（ 15m 1B、 14m 1B：供用中） （ 15m 1B：未供用）

・平成24年実績
貨物量（外貿）：930万トン、（内貿）： 8万トン
コンテナ取扱量： 48万ＴＥＵ

アイランドシティコンテナターミナル
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（既定計画） （今回計画）

計画変更内容計画変更内容

（起点）
臨港道路アイランドシティ１号線

臨港道路（アイランドシティ3号線）
4車線 約2 5km4車線 約2.5km

（終点）

福岡都市高速
福岡都市高速

（終点）
都市計画道路都市高速道路１号線

アイランドシティ地区と背後地域との広域交通アクセスの向上を図るとともに港湾における交通の円滑化を図るため、臨港交通施設等の一部変更を行う。

臨港交通施設計画
[既定計画] 将来構想 ［今回計画］臨港道路アイランドシティ３号線

（起点）臨港道路アイランドシティ１号線
（終点）都市計画道路都市高速道路１号線 ４車線

土地利用計画
［既定計画］ ［今回計画］
港湾関連用地 42.6ha 港湾関連用地 42.3ha
都市機能用地 156.0ha 都市機能用地 155.9ha

交通機能用地 4.9ha
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アイランドシティ地区と背後圏
○アイランドシティ地区は博多港の国際物流ネットワークの拠点であり、博多港のコンテナ取扱貨物量の約６割を取扱う。アイラ

ンドシテ 地区の整備の進展によりさらなる貨物の取扱が期待されるンドシティ地区の整備の進展によりさらなる貨物の取扱が期待される。
○コンテナ貨物の背後圏は九州一円であり、世界トップシェアを誇るタイヤ製造企業の工場や大手家具・インテリアショップ、自

動車関連製造行及び電気・食品メーカーなどが立地している。

■コンテナ貨物取扱量の推移（ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ地区 香椎ﾊﾟ ｸﾎﾟ ﾄ地区）
 

博多港

自動車製造企業（宮若） 

自動車製造企業（苅田） 

家具小売業（篠栗） 
北九州 

700 

800 

千ＴＥＵ

■コンテナ貨物取扱量の推移（ｱｲﾗﾝﾄ ｼﾃｨ地区・香椎ﾊ ｰｸﾎ ｰﾄ地区）

博多港
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タイヤ製造企業（鳥栖、久留米、甘木） 

建設機械製造企業（筑後） 

電気機器製造企業（鳥栖）

家具小売企業（鳥栖） 
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タイヤ製造企業（都城） 

家具小売企業（大川） 

宮崎 

鹿児島県　1%

長崎県　2%

その他
7%

山口県　1%

宮崎県　2%

鹿児島県 1%

長崎県 3%

その他 3%

熊本県
市内
6%

■コンテナ貨物背後圏の動向

都城 熊本県

　　6%

佐賀県
9%

市内
27%

7%

輸入

熊本県
   7%

山口県
7%

6%

福岡県
37%

佐賀県
18%

輸出
（市外）

輸出で利用

高速道路

福岡県
45%

宮崎県
19%

（市外）

輸入の約７０％が福岡市外へ輸出の約９０％が福岡市外から 博多港を利用する主な背後圏企業

輸入で利用
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○慢性的な渋滞の発生
・アイランドシティ地区は、香椎パークポート地区と箱崎ふ頭地区の臨港道路、福岡都市高速道路を経由し、九州自動車道に接続。

既設臨港道路の課題

アイランドシティ地区は、香椎 クポ ト地区と箱崎ふ頭地区の臨港道路、福岡都市高速道路を経由し、九州自動車道に接続。

・特に貝塚ランプ付近の臨港道路内で朝夕を中心に渋滞が発生。福岡都市高速道路までのアクセスが課題となっており、新たなアクセスルートが求
められている。

○円滑な交通の確保

・臨港道路の現在の混雑状況及び今後のアイランドシティ地区の発展を踏まえ、福岡都市高速道路へ直結する臨港道路アイランドシティ3号線を計
画 既存臨港道路を利用する広域的な港湾車両を効率良く高速道路へ誘導し 周辺地域全体の自動車交通の円滑化に貢献画。 既存臨港道路を利用する広域的な港湾車両を効率良く高速道路へ誘導し、周辺地域全体の自動車交通の円滑化に貢献。

アイランドシティ地区
①アイランドシティ内混雑状況

香椎パークポート地区
アイランドシティ

地区

北九州方面 ↑

＜広域図＞ ②貝塚ランプ交差点付近混雑状況

箱崎ふ頭地区

福岡ＩＣ

臨港道路

箱崎ふ頭地区

貝塚ランプ
接続交差点

九州自動車道

福岡都市高速道路

③貝塚ランプ交差点付近混雑状況

貝塚ランプ

福岡都市高速道路

大宰府ＩＣ

久留米・大分・熊本方面 ↓

凡例

臨港道路
福岡都市高速道路
九州自動車道

臨港道路内で
渋滞
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確認の視点

国としての確認の視点

確認事項

国 し 確認 視点

基本方針※

効率的で安全性・信
頼性が高い輸送体系
の構築

港湾の開発、利用及び保全並びに開発保全航路の開発に関する基本方針
・これらの多様な要請に対応して、港湾が社会から求められる機能を的確に発

揮するため、港湾においては、我が国における産業の国際競争力の強化と国
民生活の質の向上を支える 効率的で安全性・信頼性が高く環境負荷の小さの構築 民生活の質の向上を支える、効率的で安全性・信頼性が高く環境負荷の小さ
い輸送体系を構築していく。

※港湾の開発、利用及び保全並びに開発保全航路の開発に関する基本方針（平成23年9月15日施行）※港湾の開発、利用及び保全並びに開発保全航路の開発に関する基本方針（平成 年 月 日施行）
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